
東京都中央卸売市場築地市場について 

（参考資料２－４） 



  

○施設が狭隘・過密化、老朽化も深刻 
    （昭和１０年開場） 
 
○時代のニーズに合わず、加工・パッケー 
 ジ機能が弱い 
 
○高度な品質・衛生管理が困難 

【築地市場が抱える課題】 

築 地 市 場 に つ い て 

（参考） 
築地市場の概要（平成28年） 
   

１ 概要 
 
 築地市場は、昭和10年２月の開場以来、全国の生鮮食
料品流通の拠点として重要な役割を担っており、特に水産
物の取扱高は全国の中央卸売市場の約４分の１を占めてい
る。 

  取 扱 量 取 扱 金 額   

（1位）築地市場     約41  
（2位）大阪市本場    約11 

（1位）築地市場   約 4,292 
（2位）大阪市本場  約 1,128 

  取 扱 量 取 扱 金 額   

（6位）築地市場     約26 
（1位）大田市場     約95 

（4位）築地市場    約   909 
（1位）大田市場    約 3,009 

２ 場内の関係業者数（平成29年9月1日現在）         

水産物        （万トン） 

青果物        （万トン） 

 （億円） 

 （億円） 

３ 市場面積 ： 23㏊         

青果部 つけ物 鳥卵 
卸    売    業    者  7 1 1 1 
仲    卸    業    者  541 
売   買   参   加   者  294 
関 連 事 業 者 （飲食店・包装資材販売等） 

水産物部 
青果部 

149 
603 
97 
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豊 洲 市 場 の 整 備 に つ い て 
 

〔名   称〕東京都中央卸売市場豊洲市場 

〔目   的〕首都圏における生鮮食料品流通の中核を担う拠点と   

 して、流通環境の変化に対応できるよう、高度な品質管理や効率 

 的な物流システムを取り入れるとともに、実需者のニーズに的確 

 に応える新たな市場として整備 

〔施設の特徴〕 

 ・効率的な物流のための広い荷捌きスペース、十分な駐車場 

 ・「食の安全・安心」に配慮したコールドチェーン対応の閉鎖型  

  施設 

 ・環境に配慮した、太陽光発電の導入による自然エネルギーの利  

  用、屋上緑化等によるヒートアイランド対策 

 

２ 施設計画 

１ 概要 

主要施設 青果棟 水産仲卸 
売場棟 

水産卸 
売場棟 

管理 
施設棟 合計 

建築面積 約5.8万㎡ 約7.1万㎡ 約5.4万㎡ 
約18.3万

㎡ 

市場用地面積 115,294㎡ 113,361㎡ 126,298㎡ 35㏊ 
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３ 築地市場と豊洲市場の位置関係 

４ 施設図 
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